
 

 
CDP「気候変動 ２０２５」にて「スコア B」を獲得 

報道関係各位                                                    ２０２６年１月８日 

 

 

 

株式会社モリタホールディングス 

 

株式会社モリタホールディングス（本社：大阪府、代表取締役：加藤 雅義）は、２０２５年度ＣＤＰ

質問書の気候変動分野において、「B」スコアに認定されました。  

 

ＣＤＰは、世界で唯一の独立した環境情報開示システムを運営する非営利団体です。２０２５年

は、２２，１００社を超える企業がＣＤＰのプラットフォームを通じて情報を開示し、そのうち２０，

０００社がスコアを付与されています。 

 

ＣＤＰは、収集した環境に関する情報開示を集計・分析し、その取り組みを 8 段階（A、A-、B、

B-、C、C-、D、D-）で評価しています。 当社が今回認定された上位から 3 番目の「B」評価は

「マネジメント」レベルとされ、「自社の環境リスクや影響について把握し、行動している」と評価

されたことを示すものです。  

 

当社では、引き続き「気候変動問題への取組み」をマテリアリティのひとつとして位置づけ、当

社グループの横断的な活動を通じて、気候変動の主要因である温室効果ガス（GHG）の排出

量削減に取り組んでまいります。 

 

当社グループのマテリアリティ 

https://www.morita119.com/sustainability/materiality.html 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本件に関するお問合せ先 

株式会社モリタホールディングス グループ戦略本部 経営企画室 広報課 担当：三木 

TEL:03-6400-3485 

https://www.morita119.com/sustainability/materiality.html

